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◆ 第56回 通常総会開催　地域事業者支援のため組織体制と伴走支援の強化を！
◆ 平成31年度 府内商工会定期人事異動等一覧３
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◆ 商工貯蓄共済加入者さまへのお知らせ
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◆ シリーズわがまち … 大山崎町　“ いざ 天王山 ”
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京都商工連だよりは本年度から季刊発行となります。

【
今
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の
特
集
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！
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山
林
に
特
化
し�

�

　
　
　
測
量
設
計
を
手
が
け
る

　

株
式
会
社
設
計
京
北
は
、
京
都
府
を
中

心
に
近
畿
一
円
で
主
に
山
林
や
中
山
間
地

の
測
量
設
計
を
行
っ
て
い
る
。
林
道
や
市
道

の
整
備
や
治
山
ダ
ム
の
建
設
、
ま
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
な
ど
屋
外
施
設
の

土
木
工
事
に
お
い
て
測
量
か
ら
計
画
、
設

計
ま
で
を
担
う
。

　

も
と
も
と
京
北
町
役
場
に
勤
め
、
技
術

者
と
し
て
森
林
土
木
を
担
当
し
て
い
た
代

表
取
締
役
の
野
村
武
さ
ん
。
そ
の
技
術
を

生
か
そ
う
と
独
立
し
、１
９
９
７
（
平
成
９
）

年
、
同
社
を
設
立
し
た
。

　
「
当
社
の
強
み
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
蓄

積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
基
づ
い
た
高
精

度
な
山
林
測
量
技
術
に
加
え
、
最
適
な
土

木
計
画
・
設
計
を
提
案
で
き
る
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
」
と
語
る
野
村
さ
ん
。
土
地
の

形
状
が
複
雑
な
山
林
の
測
量
に
は
、
経
験

に
裏
づ
け
ら
れ
た
専
門
知
識
と
技
術
が
必

要
と
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
山
中
は
登
記
簿

上
の
面
積
と
実
測
値
に
10
倍
以
上
の
差
が

あ
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
登
記
簿
が
存
在
し

な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
山
中

で
の
土
木
工
事
に
お
い
て
、
同
社
は
山
林
を

測
量
す
る
だ
け
で
な
く
、
測
量
士
が
山
を

歩
き
な
が
ら
形
状
や
傾
斜
、
木
々
の
状
態

な
ど
を
自
ら
の
目
で
確
か
め
、
最
も
効
率

的
に
建
設
で
き
る
ル
ー
ト
や
、
豪
雨
や
地

震
の
際
に
土
砂
崩
れ
な
ど
の
起
こ
り
に
く

く
、
し
か
も
自
然
環
境
に
負
担
を
与
え
な

い
場
所
を
見
つ
け
出
し
、
最
適
な
設
計
図

を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
実
績

が
認
め
ら
れ
、
地
元
の
京
都
府
・
京
都
市

を
中
心
に
、
大
阪
府
な
ど
近
畿
圏
で
多
く

の
公
共
事
業
を
請
け
負
っ
て
い
る
。

労
力
低
減
と
効
率
化
を
実
現
す
る�

�

　
　
　
　
新
た
な
測
量
法
を
開
発

　

近
年
、
林
業
の
衰
退
に
よ
っ
て
管
理
が

行
き
届
か
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
た
森
林
が

増
加
。
そ
の
対
策
の
た
め
、
市
町
村
が
仲

介
し
て
森
林
の
所
有
者
と
林
業
の
事
業
者

を
結
び
つ
け
、
森
林
管
理
や
施
業
を
促
進

す
る
制
度
が
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
。
そ
れ
に
あ
た
っ
て
必
要
に
な
っ
て

い
る
の
が
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
誰
の
所

有
な
の
か
、“
境
界
”
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
だ
。

　
「
こ
う
し
た
新
た
な
森
林
測
量
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
野
村
さ
ん
。
そ
の

た
め
に
新
た
な
技
術
の
導
入
も
積
極
的
に

進
め
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
２
０
１
８

年
（
平
成
30
年
）
に
開
発
し
た
の
が
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
測
量
技
術
を
使
っ
た
新
た
な
山
林
測

量
法
だ
。

　
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
て
経
度
緯
度
を
測
定

し
、位
置
を
測
量
す
る
『
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
量
』
は
、

高
速
か
つ
高
精
度
な
測
量
が
可
能
に
な
る

こ
と
か
ら
、
近
年
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
山
林
で
の
活
用
は
ま
だ
多
く
あ
り
ま

せ
ん
」。
同
社
は
こ
の
新
し
い
測
量
技
術
を

用
い
る
こ
と
で
、
測
量
の
労
力
を
お
よ
そ
２

分
の
１
に
低
減
し
た
だ
け
で
な
く
、
ス
ピ
ー

ド
や
精
度
も
格
段
に
上
げ
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
自
社
の
測
量
能
力
を

高
め
、
今
後
さ
ら
に
増
加
が
予
想
さ
れ
る

放
置
山
林
の
測
量
の
需
要
に
対
応
し
た
い

と
い
う
。

商
工
会
の
支
援
を
受
け�

�

　
　
　
新
設
備
・
技
術
を
導
入

　

設
備
や
技
術
を
導
入
し
、
新
た
な
こ
と

に
挑
戦
す
る
た
め
に
は
、
資
金
が
欠
か
せ

な
い
。
そ
う
し
た
資
金
調
達
を
は
じ
め
、

多
様
な
側
面
か
ら
設
計
京
北
の
経
営
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
が
、
京
北
商
工
会
だ
。「
今

回
の
開
発
が
『
平
成
30
年
度
経
営
革
新
計

画
』
の
承
認
企
業
に
選
ば
れ
た
際
に
は
、

毎
日
の
よ
う
に
相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
り
、

事
業
計
画
の
立
て
方
か
ら
申
請
書
の
書
き

方
ま
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
親
身
な
支
援
が
あ
り
が
た
い
で

す
ね
」
と
野
村
さ
ん
。
そ
の
他
、
労
務
・

税
務
の
管
理
な
ど
経
営
に
関
わ
る
サ
ポ
ー

ト
も
心
強
い
と
語
る
。

　
「
自
然
災
害
が
増
え
て
い
る
近
年
、
治
山

や
治
水
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
即
戦
力
と
な
る
人
材
を

増
や
し
て
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き

た
い
」
と
展
望
を
語
っ
た
野
村
さ
ん
。
同
社

の
さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
る
。

京都商工連だより　http://biz.kyoto-fsci.or.jp

経営支援員のメッセージ
　今年の４月から「森林経営管理制度」がスタート
していますが、野村社長はこの制度が始まるまでに
設備導入をして準備を整えたいとの思いを持ってお
られたことから、支援させていただくことになりま
した。治山事業を得意とされており、今後森林の測
量について商圏拡大が期待でき、またこれからの治
山事業に一役も二役も買われることと思います。引
き続き支援させていただきたいです。
� 京北商工会　経営支援員　花倉 祥代

自然災害に負けない環境づくりへの挑戦など
続きはWEBで掲載しています。

自
然
災
害
か
ら
山
、人
を
守
る
治
山
に
測
量
で
貢
献
す
る

株式会社設計京北
� 代表取締役  野

の

村
む ら

 武
たけし

 氏
　京都市北部、良質な杉の産地として知られる京北地域で、
山林に特化して測量設計、コンサルティングを行う株式会社
設計京北。山林測量に関する豊富な実績に裏づけられた高い
提案力で多くの公共工事を受注している。さらに事業拡大を
目指し、新たな技術の導入にも取り組む同社について、代表
取締役 野村 武さんに伺った。

今月の特集インタビュー

がんばってます！
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５
月
27
日
、
京
都
市
「
都
ホ
テ
ル
京

都
八
条
」
に
お
い
て
、
京
都
府
商
工
会

連
合
会
第
56
回
通
常
総
会
を
多
数
の
来

賓
ご
臨
席
の
も
と
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

南
山
城
村
商
工
会
長
の
平
沼
議
長
の

も
と
に
、
提
案
し
ま
し
た
議
案
全
て
が

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度

の
事
業
報
告
で
は
以
下
の
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。
商
工
会
組
織
の
強
化
の
た

め
基
本
計
画
策
定
に
関
す
る
委
員
会
を

今
年
度
か
ら
立
ち
上
げ
た
こ
と
、
ま
た
、

人
材
育
成
・
資
質
の
向
上
の
た
め
人
事

評
価
制
度
試
行
に
向
け
た
管
理
者
向
け

の
評
価
者
研
修
会
を
開
催
ま
し
た
。

　

小
規
模
事
業
者
へ
の
伴
走
支
援
の
強

化
で
は
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
バ
ン
ク
事
業

等
の
様
々
な
専
門
家
派
遣
事
業
に
つ
い

て
連
合
会
の
相
談
窓
口
を
一
本
化
し
、
よ

り
効
果
的
な
支
援
に
努
め
た
結
果
、
国

の「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」や
、

府
の
「
中
小
企
業
知
恵
の
経
営
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
補
助
金
」
の
活
用
を
促
進
し
、

事
業
者
の
売
り
上
げ
拡
大
や
利
益
の
確

保
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、

近
年
、
事
業
者
で
の
導
入
が
進
む
購
入

時
の
決
済
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
習
会
を
府
内
６
商
工
会
地
域

で
開
催
、
ま
た
、
度
重
な
る
災
害
に
対

応
す
べ
く
、
平
成
30
年
台
風
７
号
及
び

前
線
等
に
伴
う
大
雨
に
よ
る
災
害
に
関

す
る
特
別
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
被
災

事
業
者
の
相
談
対
応
、
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
総
会
で
は
役
員
の
一
部

補
充
選
任
が
行
わ
れ
、
新
青
年
部
連
合

会
長
の
山
﨑
浩
平
氏
が
理
事
と
し
て
選

任
さ
れ
、
新
た
な
役
員
体
制
で
今
後
の

事
業
運
営
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
議
終
了
後
に
は
、
西
脇
京
都
府
知

事
を
始
め
と
し
た
ご
来
賓
の
方
々
か
ら

ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
商
工
会

役
職
員
表
彰
や
商
工
貯
蓄
共
済
等
推
進

優
秀
商
工
会
表
彰
、
顕
彰
事
業
表
彰
が

行
わ
れ
、
商
工
会
役
職
員
表
彰
や
商
工

貯
蓄
共
済
等
推
進
優
秀
商
工
会
表
彰
で

は
左
記
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

地域事業者支援のため
組織体制と

伴走支援の強化を！

Ⅰ　京都府商工会連合会長表彰
１．役員功労者表彰 ３名

商工会名 役職名 氏　名
京 田 辺 市 商 工 会 副 会 長 今　村　　　真

京 丹 後 市 商 工 会
理 　 事 福　山　勝　久
理 　 事 吉　岡　正　美

２．優良常勤職員表彰 １名
商工会名 職　名 氏　名

向 日 市 商 工 会 経 営 支 援 員 長　澤　雅　博

Ⅱ　商工貯蓄共済等推進優秀商工会表彰
１商工会

商工貯蓄共済加入推進特別表彰� 井 手 町 商 工 会

【人事異動・新規採用】 平成31年4月1日付け

氏　名 平成31年度出向先
（４月１日配置先）

平成30年度所属
（３月31日） 備　考

餌　取　利　通 八 幡 市 商 工 会 新規採用者

増　田　俊　彦 京 丹 後 市 商 工 会 京 丹 後 市 商 工 会 継続雇用

新　井　千　晶 京 丹 後 市 商 工 会 与 謝 野 町 商 工 会
船　本　雅　樹 京 田 辺 市 商 工 会 京都府商工会連合会
吉　村　英　介 宇治田原町商工会 新規採用者

小　川　恵　梨 和 束 町 商 工 会 南 山 城 村 商 工 会
西　出　夏　枝 和 束 町 商 工 会 新規採用者

辻　　　明　美 精 華 町 商 工 会 和 束 町 商 工 会
河　合　祥　博 南 山 城 村 商 工 会 新規採用者

樋　口　剛　志 京 丹 波 町 商 工 会 京都府商工会連合会

松　村　由美子 与 謝 野 町 商 工 会 京 丹 後 市 商 工 会
河　邊　裕　之 与 謝 野 町 商 工 会 新規採用者

中　谷　　　太 京都府商工会連合会 京 丹 波 町 商 工 会 経営支援員から

牧　野　太　郎 京都府商工会連合会 京 田 辺 市 商 工 会 経営支援員から

玉　井　利　英 京都府商工会連合会 新規採用者

【退職者】 平成31年3月31日付け

氏　名 平成30年度所属 職名等 備　考

柿　森　秀　明 和 束 町 商 工 会 経 営 支 援 員

中　田　恭　子 与 謝 野 町 商 工 会 経 営 支 援 員

谷　村　六　夫 京都府商工会連合会 事務局次長兼経営支援部長

吾　郷　泰　佑 京都府商工会連合会 主 事

■ 

議
案 

■

第
１�

号
議
案
　‌

京
都
府
商
工
会
連
合
会

定
款
の
一
部
改
正
の
件

第
２�

号
議
案
　
京
都
府
商
工
会
連
合
会

壮
青
年
部
規
程
の
制
定
の
件

第
３�

号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
業
報
告

並
び
に
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

決
算
承
認
の
件

第
４�

号
議
案
　
平
成
30
年
度
商
工
貯
蓄

共
済
事
業
の
事
業
報
告
及
び
決
算

承
認
の
件

第
５�

号
議
案
　
役
員
の
一
部
補
充
選
任

の
件

平成31年度 府内商工会定期人事異動等一覧

第56回 通常総会 開催
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に
よ
る「
今
期
の
取
組
み
と
来
期
に
向
け
て
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
、
京
都
市
「
京
都
タ
ワ
ー
ホ

テ
ル
」
に
お
い
て
、
京
都
府
商
工
会
青
年

部
連
合
会
の
令
和
元
年
度
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
は
京
北
商
工
会
青
年
部
副
部

長
大
島
剛
司
議
長
の
も
と
に
、
提
案
し
た

全
て
の
議
案
が
、
満
場
一
致
を
も
っ
て
原

案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
２
年
に
一
度
の
改
選
年

度
と
な
り
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

を
実
施
し
、
新
役
員
と
し
て
次
の
12
名
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
京
都
府
商
工

会
青
年
部
連
合
会
副
会
長　

前
西
隆
明
氏

　

主
張
発
表
大
会
で
は
女
性
部
活
動
と
地

域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
「
魅

力
あ
る
人
作
り
・
夢
あ
る
町
作
り
・
行
動

力
あ
る
組
織
作
り
を
目
指
し
て
」
を
発
表

さ
れ
た
京
丹
後
市
商
工
会
女
性
部
の
山
内

美
幸
氏
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

続
く
活
性
化
講
演
会
で
は
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ

ス
ト
の
林
陽
子
氏
に
「
ア
ロ
マ
の
力
で
営

業
力
Ｕ
Ｐ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
ご
講
演
頂

き
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
、
京
都
市
「
京
都
タ
ワ
ー
ホ

テ
ル
」
に
お
い
て
、
京
都
府
商
工
会
女
性

部
連
合
会
の
令
和
元
年
度
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
は
南
山
城
村
商
工
会
女
性
部

の
木
野
議
長
の
も
と
に
、
提
案
し
た
議
案

全
て
が
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
は
２
年
に
一
度
の
改
選

の
年
度
と
な
り
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
役

員
と
し
て
次
の
９
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
府
内
商
工
会
女

性
部
主
張
発
表
大
会
と
文
化
活
性
化
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２年に一度の改選年度、新役員 12 名選任
京都府商工会青年部連合会 通常総会 開催

２年に一度の改選年度、新役員９名選任
京都府商工会女性部連合会 通常総会 開催

■ 議案 ■
第１号議案　平成30年度事業報告及び収支決算承認の件
第２号議案　令和元年度事業計画（案）及び収支予算（案）の決定の件
第３号議案　令和元年度会費賦課額及び徴収方法決定の件
第４号議案　任期満了に伴う役員改選の件
■ 女性部・新役員 ■
会　長　 松井　惠子（福知山市商工会）	 理　事　 周榮　明美（木津川市商工会）
副会長　 片山　浩美（南丹市商工会）	 理　事　 寺井　美紀（久御山町商工会）
副会長　 本部　千賀（大山崎町商工会）	 監　事　 堀　　恵子（京丹波町商工会）
理　事　 森　　祝子（京丹後市商工会）	 監　事　 大西　慶子（和束町商工会）
理　事　 辻井　節子（井手町商工会）

■ 議案 ■
第１号議案　平成30年度事業報告及び収支決算の承認の件
第２号議案　令和元年度事業計画（案）及び収支予算（案）の決定の件
第３号議案　令和元年度会費賦課額及び徴収方法決定の件
第４号議案　任期満了に伴う役員改選の件
■ 青年部・新役員 ■
会　長　 山﨑　浩平（福知山市商工会）	 理　事　 野間　俊亮（京丹波町商工会）
副会長　 砂後　隆正（与謝野町商工会）	 理　事　 坂矢　一人（南丹市商工会）
副会長　 東　　昇平（京北商工会）	 理　事　 松田　時典（八幡市商工会）
副会長　 堀内あろむ（大山崎町商工会）	 理　事　 信貴　惠太（久御山町商工会）
理　事　 大村　洋志（京丹後市商工会）	 監　事　 大泉　浩介（伊根町商工会）
理　事　 谷口　　輝（京丹後市商工会）	 監　事　 福岡　善基（木津川市商工会）
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当
会
で
は
、
革
新
的
・
先
駆
的
な
取
り

組
み
に
意
欲
あ
る
企
業
の
後
押
し
支
援
と

し
て
「
革
新
的
企
業
支
援
顕
彰
事
業
」
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。「
経
営
革
新
計
画
」

や
「
知
恵
の
経
営
報
告
書
」
な
ど
の
法
認

定
取
得
の
他
、
各
種
補
助
金
制
度
を
活
用

し
た
企
業
を
対
象
に
、
事
業
計
画
の
さ
ら

な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
販
路
開
拓
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、
経
営
革
新

計
画
や
知
恵
の
経
営
報
告
書
の
作
成
を
通

じ
た
、
円
滑
・
発
展
的
な
事
業
承
継
や
、

独
自
領
域
で
の
強
み
の
発
揮
を
目
指
す
企

業
５
社
を
、
大
賞
の
他
、「
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ

ブ
企
業
」・「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
ト
企

業
」・「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
」
の
３
分
野

で
、
第
56
回
通
常
総
会
に
て
表
彰
い
た
し

ま
し
た
。

　

各
社
の
取
り
組
み
内
容
は
、「
組
織
の

柔
軟
性
」・「
機
動
力
」・「
サ
ー
ビ
ス
力
」

と
い
っ
た
、
小
規
模
事
業
者
な
ら
で
は
の

強
み
が
活
か
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
小
規
模
事
業
者
単
独
で

は
困
難
な
「
革
新
的
計
画
の
策
定
」
は
も

ち
ろ
ん
、そ
の
後
の「
計
画
遂
行
の
支
援
」、

「
計
画
の
見
直
し
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
」

ま
で
を
、
地
域
の
商
工
会
が
サ
ポ
ー
ト
、

法
認
定
の
取
得
・
補
助
金
の
採
択
を
ゴ
ー

ル
と
せ
ず
、
あ
く
ま
で
ス
タ
ー
ト
と
捉
え

て
、
二
人
三
脚
の
伴
走
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
革
新
的
な
取
り
組
み
を
行

う
企
業
を
応
援
し
、
地
域
の
活
力
ア
ッ
プ

に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

企
業
の
詳
細
な
情
報
は
京
都
府
商
工
会

連
合
会
の
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.kyoto-
fsci.or.jp/

）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。タ
イ
ト
ル
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平成 30 年度 革新的企業支援顕彰事業　受賞者名簿
商工会 結　果 事業所名 代　表

南 丹 市 大賞 ひろせのさん髪や 廣　瀬　　　強

木 津 川 市 オンリーワン部門最優秀賞 石崎織物登大路工場 石　﨑　則　嘉

南 丹 市 コミュニティ・ベースト部門最優秀賞 株式会社 前田組 前　田　知　洋

木 津 川 市 コミュニティ・ベースト部門優良賞 山口社会保険労務士法人 山　口　豊　博

京 北 イノベーティブ部門最優秀賞 株式会社 設計京北 野　村　　　武

　自分たちを客観的に見ることで、自店にとっ
ての強みが何なのかはもちろん、何が足りてい
ないのかハッキリと掴むことが出来ます。「何と
なく思い描いている理想」の経営ではなく、中
小企業診断士の先生や商工会の経営支援員の方
と対話していく中で、自分が何を想って仕事を
していて、どんな事がしたいか、自分でも気付
いていなかった意外な所に答えがあったりします。
自分がどんな武器を持って、これからどんな経
営をしていきたいのかを知る良い機会を与えて
もらいました。皆さんもぜひ取り組んでみて下
さい！

革
新
的
企
業
支
援
顕
彰
事
業
表
彰
の
ご
報
告

小
規
模
事
業
者
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
！ 

５
社
を
表
彰

ひろせのさん髪や
（知恵の経営・経営革新取得を目指す企業へ）

受賞者コメント
大賞
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事
業
者
さ
ん
か
ら
、「
商
品
開
発
が
し

た
い
」「
商
品
は
作
っ
た
け
れ
ど
な
か
な

か
売
れ
な
い
」「
既
存
商
品
の
販
売
促
進

が
上
手
く
い
か
な
い
」
と
い
う
ご
相
談
を

よ
く
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
大
手
百
貨
店
の
販

売
促
進
企
画
と
デ
ザ
イ
ン
・

広
報
に
永
ら
く
関
わ
っ
た
経

験
を
活
か
し
て
、「
モ
ノ
づ

く
り
支
援
」
に
特
化
し
て
、

事
業
者
さ
ん
の
商
品
開
発
や

販
売
促
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

モ
ノ
づ
く
り
で
は
、
新
商

品
の
開
発
や
、
既
存
商
品
の
価
値
の
再
開

発
、
販
売
促
進
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
広
報

戦
略
を
中
心
に
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

商
品
開
発
や
価
値
の
再
開
発
で
大
事
な

こ
と
は
、
作
る
側
が
ど
う
作
る
か
で
は
な

く
、「
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
ど
う
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
か
」
で
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
事
業
者
さ
ん
は
社
長

以
下
「
男
ば
か
り
が
集
ま
っ
て
考
え
て
い

る
」
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
の
が
実
情
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

多
く
の
商
品
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
の

は
、「
女
性
」
で
す
。
女
性
は
男
性
の
考

え
方
と
か
な
り
違
う
感
性
で
商
品
を
見
ま

す
。
そ
の
女
性
目
線
（
女
性
心
理
学
）
で
、

ア
イ
デ
ア
や
プ
ラ
ン
作
り
す
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。モ
ノ
づ
く
り
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
ま
ず
は
事
業
者
さ
ん
の
考
え
方
を

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
大
事
に
な

る
の
で
、『
お
っ
さ
ん
が
作
っ
た
も
の
は
、

売
れ
な
い
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
商
工

会
議
所
さ
ん
や
商
工
会
さ
ん
、
金
融
機
関

さ
ん
と
連
携
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
モ
ノ
づ
く

り
塾
も
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

商
品
開
発
で
は
、
試
作
と
求
評
を
大
事

に
し
て
い
ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
社
内
で

試
食
や
求
評
を
行
わ
な
い
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、
お
菓
子
屋
さ
ん
が
新
商
品
を
作
っ

て
従
業
員
に
評
価
を
求
め
た
場
合
「
美
味

し
く
な
い
と
い
う
と
社
長
が
機
嫌
悪
く
な

る
か
ら
…
」
な
ど
、
本
音
と
は
違
う
評
価

を
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

単
独
企
業
で
考
え
る
よ
り
も
企
業
連
携
で

開
発
し
た
方
が
、
新
し
い
展
開
が
見
え
る

場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
単
に
新
商
品
の
開
発
で
は
規
格

や
内
容
量
、
表
示
な
ど
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
広
報
戦
略
、
さ
ら
に
は
展

示
会
で
の
演
出
企
画
や
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商

談
サ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、
長
年
の
事
業

者
支
援
で
事
業
者
さ
ん
が
“
何
が
わ
か
ら

な
い
か
が
分
か
る
”
と
い
う
強
み
を
通
し

て
、
事
業
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
お
互
い
に

本
音
を
ぶ
つ
あ
け
あ
い
な
が
ら
、
サ
ポ
ー

ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

専
門
分
野
に
基
づ
い
た 

エ
キ
ス
パ
ー
ト
支
援
事
例
紹
介

経
営
に
関
す
る
諸
問
題
、
一
人
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

商
工
会
の
経
営
支
援
員
と
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
一
緒
に
な
っ
て
応
援
し
ま
す
!!

シリーズ

交 付 対 象 者
商　工　会 氏　名

向 日 市 商 工 会 髙　本　尚　浩

長 岡 京 市 商 工 会 森　口　友佳子

八 幡 市 商 工 会 餌　取　利　通

宇 治 田 原 町 商 工 会 吉　村　英　介

和 束 町 商 工 会 西　出　夏　枝

精 華 町 商 工 会 山　本　貴　也

南 山 城 村 商 工 会 河　合　祥　博

与 謝 野 町 商 工 会 河　邊　裕　之

京 田 辺 市 商 工 会 船　本　雅　樹

京 丹 波 町 商 工 会 樋　口　剛　志

　

平
成
31
年
４
月
26
日
（
金
）
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
に
て
中
小
企
業
応

援
隊
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
付
式
で
は
、
山
下
晃
正 

副
知
事
よ
り
「
今
年
度
か
ら
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、

応
援
隊
事
業
も
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。」

と
の
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

「中小企業応援隊」委嘱状交付式

マルチプロデュースオフィス
PLUS代表

６次産業プランナー

岡
おか

本
もと

 英
ひで

志
し

 氏

山下副知事　激励の言葉

新任応援隊　集合写真
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事
業
所
：

‌�


京き
ょ
う

都と

花は
な

糀こ
う
じ

事
業
主
：
野の

中な
か 

恵え

美み

（
上
級
麹
士
・
栄
養
士
）

商
工
会
：
長
岡
京
市
商
工
会

（
所
在
地
は
向
日
市
）

テ
ー
マ
：‌�

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
販
促

ツ
ー
ル
製
作
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
魅
力
発
信�

　

私
が
日
本
の
発
酵
食
品
の
原
点
で
あ
る

「
麹
（
こ
う
じ
）」
に
ほ
れ
込
み
、「
心
も

カ
ラ
ダ
も
キ
レ
イ
に
な
る
」
を
テ
ー
マ
に

京
都
花
糀
を
開
業
し
た
の
は
上
級
麹
士
に

認
定
さ
れ
た
１
年
後
の
２
０
１
８
年
３
月

で
し
た
。

　
「
麹
を
使
っ
た
体
験
型
講
習
会
」
と
い

う
強
み
を
生
か
し
、「
麹
製
品
の
製
造
販
売
」

と
２
本
柱
と
し
て
向
日
市
で
店
舗
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

　

店
で
は
自
家
製
麹
を
使
っ
た
発
酵
調
味

料
、
豆
乳
甘
酒
、
酵
素
ジ
ュ
ー
ス
、
酵
素

玄
米
お
に
ぎ
り
な
ど
を
販
売
し
て
お
り
、

長
年
便
秘
に
悩
む
人
や
、
甘
い
も
の
が
食

べ
た
い
け
れ
ど
砂
糖
は
乳
腺
症
が
心
配
で

摂
取
で
き
な
い
授
乳
中
の
マ
マ
な
ど
に
支

持
さ
れ
順
調
に
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
ま

す
。

　

体
験
型
講
習
会
で
は「
み
そ
仕
込
み
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
フ
ル
ー
ツ
酵
素
原
液
仕

込
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
好
評
で
、
参

加
者
か
ら
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
仕
込
ん

だ
も
の
が
麹
の
力
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
変

化
し
て
い
く
こ
と
へ
の
喜
び
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
当
社
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
う
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
で
制
作
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

お
か
げ
で
他
府
県
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
さ
れ
る
お
客
様
が
増
え
、
購
入
し

た
冷
凍
冷
蔵
庫
の
お
か
げ
で
新
し
い
商
品

開
発
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
す
ば
ら
し
い
麹
の
力
で

人
々
を
健
康
に
し
て
い
き
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
活
用
事
例

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
地
道
な
販
路
開
拓
支
援
事
業

「体験型事業」の情報募集中！
　本会では、商工会地域で体験型事業に取り組んでおられる事業者の情報を募集しています。
　情報を収集し、広報活動を行って地域の活性化を図って参りますので、商工会または連合会に情報
提供をお願いします。

フルーツ酵素ジュース

体験型講習会

事業主：野中恵美氏

Webサイト
https://kyotohanakouji.com/

平成30年度第２次補正予算 小規模事業者持続化補助金（商工会地域）
公募二次受付締め切り　2019年７月31日（水）［締切日当日消印有効］

　本補助金は、小規模事業者の皆さんが経営計画に基づいて取り組む販路開拓などの取組を支援
するため、それに要する経費の一部を補助するものです。
　　⃝ 補助率：2/3
　　⃝ 補助上限額：50万円
　　⃝ 補助上限額増額要件：�創業支援事業等の支援を受けた事業者、買い物弱者対策の取組は�  

最大100万円まで
※詳細につきましては本会ＨＰにてご確認ください。   （URL）http://www.kyoto-fsci.or.jp/ 
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商工貯蓄共済制度ってなに？
商工貯蓄共済とは、商工会会員並びにその家族及び、従業員
の皆さまのための、商工会独自の共済制度です。国から認めら
れた正規事業で、全国の商工会会員にご利用いただいています。

　手厚い保障！ 掛け金の一部が割安な保険料（団体割引適用）に充てられ、万が一
の場合、保険金を受け取ることができます。

　高い貯蓄性！ 掛け金の大部分が、貯蓄積立金となり、知らず知らずのうちに積み
立てができるので、将来の資金づくりにピッタリです。

　※その他、独自の融資あっせん制度もあります。

めっちゃ安!!
月額1,000円タイプも
   あります！（10年満期型）

～「商工貯蓄共済積立金残高証明書」の活用について～
　平素は、当連合会の事業運営に格別のご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　さて、この度、例年各加入者向けに一斉発行しております「商工貯蓄共済加入状況のお知
らせ」を停止し、それに代わり加入者様の必要な年月で発行できる「商工貯蓄共済積立金残
高証明書」を活用していただくこととなりました。つきましては、必要な方は商工会の発行
を窓口にて希望する年月の末日現在の残高証明の発行をご依頼ください。

� 京都府商工会連合会　総務課

商工貯蓄共済加入者さまへのお知らせ

私たち11人の弁護士は
皆さんができるだけ安心して生活できるよう、
また、会社の経営ができるように日々 努力しています。
弁護士　田中　彰寿　弁護士　新井　慶有
弁護士　田中　継貴　弁護士　田中　晶国
弁護士　中山　仁美　弁護士　西脇　　調
弁護士　遠藤　　賢　弁護士　竹田　有希
弁護士　酒井　謙介　弁護士　嶋田　隼也
弁護士　榮田翔太郎
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　“ いざ 天王山 ”
　大山崎町は京都市と大阪市のほぼ中間に位置し、京都
駅からは約15分でアクセスでき、JRと阪急の両駅、大山
崎インタージャンクションも利用可能で昔から交通の要
衝として栄えてきました。歴史的にも重要なところで文
化財も多く残されています。本能寺の変のあと、羽柴秀
吉と明智光秀が天下分け目の山崎合戦を繰り広げた“天王山”
は町のシンボルであり、木津川、宇治川、桂川が淀川と
なる三川合流も風光明媚なロケーションとなっています。
　ニッカウヰスキーの創始者のひとりである加賀正太郎
氏が建造した大山崎山荘はアサヒビール大山崎山荘美術
館として、安藤忠雄氏建築の新館と共に人気があります。千利休が残した唯一の国宝
の茶室・待庵がある妙喜庵はJR山崎駅の目の前にあります。また、上皇陛下が訪問
された聴竹居は、国の重要文化財に指定され、日本の近代建築20選にも選ばれてい
ます。この他、エゴマ油の製油発祥の地として油座として栄えた離宮八幡宮は光秀が
仕えた齋藤道三が油売り商人をしていたとも言われています。また、隣接するサントリー
山崎蒸溜所はジャパニーズ・ウイスキーブームにより、多くの外国人が訪れています。
　来年2020年NHK大河ドラマ「麒麟がくる」は明智光秀が主人公となり、当町の天
下分け目の天王山－山崎合戦がクローズアップされることに期待が寄せられています。
　そんな大山崎町はまちの形がハート型です。大山崎町商工会では第６回経営発達支
援計画の認定を受け、ハートをはじめ、天王山、秀吉、光秀、歴史的建築物などをモチー
フとした地域ブランドの育成と販路開拓に取り組んでまいります。

シリーズ わがまち
大山崎町
大山崎町商工会

●〒618-0071
　京都府乙訓郡大山崎町字大山崎
　小字竜光3
　大山崎ふるさとセンター１階

TEL 075-956-4600

京都府

一
筆
啓
上
商
工
会
長
シ
リ
ー
ズ

　

水
田
に
早
苗
が
植
わ
り
、
収
穫
へ
の
準
備
が
整
い
さ

あ
前
向
き
に
充
実
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
気
概
が
表
わ

れ
た
良
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
年
号
も
『
令
和
』

と
な
り
、
さ
ら
に
新
し
さ
に
満
ち
た
、
時
代
の
先
駆
け

を
予
感
し
ま
す
。

　

戦
後
75
年
、
日
本
は
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
復
興
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
先
人
達
の
血
の
汗
が
出
る
努
力
に
よ
り
、

今
の
我
々
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
起
業
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
日
本
の
経
済
、
事
業
、
家
業
を
支
え
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
一
度
、
２
代
目
、
３
代
目
の
我
々
は
先
代
の
志
、

思
い
を
再
度
確
認
し
、
新
し
い
未
来
に
向
か
っ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
型
店
の
進
出
、
技
術
な
ど
の
後
継
者
不
足
、
当
面

の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
商
工
会
を
通
じ
様
々

な
問
題
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
商
工
会
は
全

国
に
展
開
す
る
組
織
で
あ
り
、
色
々
な
角
度
か
ら
解
決

策
を
見
出
し
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
蛇
足
な
が
ら
一
筆
啓
上
、「
お
仙
泣
か
す
な

馬
肥
や
せ
」
は
、
戦
国
の
世
の
単
結
な
手
紙
で
あ
り
、

そ
の
意
味
は
徳
川
家
康
の
家
臣
本
多
重
次
か
ら
妻
へ
の

手
紙
、
仙
千
代
を
健
や
か
に
育
て
、
い
ざ
と
い
う
時
の

為
に
馬
を
肥
や
し
て
お
け
と
い
う
意
味
で
あ
り
ま
す
。

　

今
な
ら
「
会
員
泣
か
す
な
、
会
員
増
や
せ
」
な
の
か

な
…
。

　

商
工
会
職
員
の
み
な
さ
ま
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

木
津
川
市
商
工
会　

会
長　

福
井 

康
裕

天王山夢ほたる公園
（山崎合戦の碑）

 大河ドラマ
「麒麟がくる」推進協議会 ロゴ▶

大山崎町


